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午前 １０時 ３０分 開会 

教 育 長  おはようございます。本日は、３名の委員の出席を得ましたので、教育委員会

は成立いたしました。 

 それでは、ただいまから、令和元年第２２回の教育委員会（臨時会）を開催い

たします。 

 今回は、ここ志村第六小学校の体育館をお借りして、「身近な教育委員会」と

して会議を開催いたします。 

 板橋区教育委員会では、住民の皆様に対しまして開かれた教育行政を推進する

観点から、「区民が身近に感じられる教育委員会の実現」に向けて、様々な取組

を行っているところです。 

 本年５月には、その取組の一環として、板橋区役所本庁舎南館にございます

「教育支援センター研修室」において、日中にお時間を取ることが難しい保護者

の皆様に向け、開催時間を午後６時３０分からに設定し開催いたしましたが、今

回は、地域の皆様や保護者、学校の関係者の皆様が傍聴しやすい学校において開

催することにいたしました。 

 教育委員会とは、法律に基づき、行政委員会の１つとして、区長から独立した

執行機関として設置され、教育長と教育委員４名で構成されております。 

 申し遅れましたが、私は教育長の中川でございます。 

 続きまして、委員の紹介をいたします。 

 高野教育長職務代理者でございます。 

 

高 野 委 員  よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  青木委員でございます。 

 

青 木 委 員  よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  松澤委員でございます。 

 

松 澤 委 員  よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  以上のメンバーに、本日ご欠席の長沼委員を加え、月に２回以上になりますが、

定期的に会議を開催し、教育行政の運営に関する基本的な方針や重要な事項につ

きまして、審議・決定しております。 

 さて、教育委員会では、１つ目に学校その他の教育機関、中央図書館、教育支

援センター、生涯学習センターといったものの管理、２つ目に学校の組織編制、

教育課程、教科書その他の教材の取扱い、３つ目に教育職員の身分の取扱い、４

つ目に社会教育その他の教育、学術及び文化に関する事務を行っております。 

 本日の会議では、２件の報告事項を基に意見交換を行っていきたいと思います。 

 本日の会議に出席する職員は、藤田次長、松田地域教育力担当部長、木曽教育
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総務課長、星野学務課長、水野生涯学習課長、諸橋地域教育力推進課長、門野指

導室長、平沢教育支援センター所長、渡辺新しい学校づくり課長、大森学校配置

調整担当課長、千葉施設整備担当副参事、大橋中央図書館長、以上１２名でござ

います。 

 本日の議事録署名委員は、会議規則第２９条により高野委員にお願いいたしま

す。 

 また、本日は多くの方に傍聴にお越しいただいておりますが、会議規則第３０

条により許可しましたので、お知らせいたします。 

 

○報告事項 

１．学校における情報通信端末の取扱いについて 

  「ＳＮＳ東京ルールの改訂」について 

（指導室） 

教 育 長  それでは、報告事項を聴取します。報告１「学校における情報通信端末の取扱

い」について及び「ＳＮＳ東京ルールの改訂」について、指導室長から報告願い

ます。 

 

指 導 室 長  指導室長の門野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず、保護者の皆さんにお伺いしたいのですが、スマホ・携帯電話をお持ちで

ない方はどれくらいいらっしゃるでしょうか。 

 このようなことを聞くこと自体がナンセンスですよね。 

 今の子どもたち、小学生にとっては、生まれたときから身近にスマホ・携帯電

話があります。 

 少し前までの子どもたちは、生まれたときからインターネットに囲まれている

世代だと言われていたのですが、今の子どもたちはもっと進んでいて、生まれた

ときから、スマホ・携帯電話に囲まれて生活しています。 

 国では、今、このスマホ・携帯電話の所持についての議論がなされています。 

 といいますのも、元々、国では平成２１年度に通知を出しています。 

 小学校と中学校については、原則、持込禁止。高校については、校内での使用

制限という形で、平成２１年度、まさに１０年前になりますが、通知を出してい

ます。 

これを、今、見直しています。 

 なぜかといいますと、大阪で起きた地震が契機となっています。 

 登校中の女子児童がブロック塀の下敷きになったという、大変痛ましい事故が

ありまして、そこから子どもたちの登下校についての安全を確保するうえで、ス

マホ・携帯電話が有効なのではないかという議論が沸き上がりました。 

そして、国では有識者会議というものを立ち上げて、スマホ・携帯電話の持込

みについての検討をしているということです。 

 大阪市では、だいぶ先行してやっていますが、そのような状況になっています。 

 国では、今、スマホ・携帯電話についてのリーフレットを出していますが、ご
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覧になったことはありますでしょうか。恐らく、学校から子どもを通じて、春先

に配っていることと思います。 

 これは、題名が「スマホ時代のキミたちへ」というリーフレットです。 

 「スマホやネットばかりになっていない？」という見出しのものですね。こう

したリーフレットを出しています。これは子ども向けのものですね。 

 東京都でも、たくさん出しています。まずは、「ネット・スマホのとらの巻」

です。これはセーフティーネットに関わるようなものです。 

 それから、「ネットの危険知っている？」というもので、８月に配布されたも

のです。 

 そして、「家庭で見守る子どものネット・スマホルール」。これも東京都です

が、保護者向けのリーフレットです。このようなものを保護者の方に、これも８

月に配布させていただいています。 

 先ほどお話ししましたとおり、平成２１年に国の動きがありましたので、東京

都でもそれを受けて、小・中学校並びに高校についても持込みを禁止する通知を

出しています。 

 ただし、大阪の話を受けて、また、国の動きを見て、東京都では、平成３１年

４月に、この通知については廃止したという状況です。 

 この結果、都立高校については、校長判断。すなわち、持ち込んでも良いとい

う学校もあれば、使用制限を設けて持ち込ませている学校もあれば、全面的に禁

止している学校もあります。 

そして、小・中学校については、教育委員会マターとしています。 

 そこで、板橋区はどうしているのかといいますと、現在、検討しているところ

です。 

 国の通知はまだ有効なので、小中高、全て持込禁止なのです。その通知は生き

ているという状況です。 

 東京都では、都立高校に対する持込禁止の通知を廃止しているだけなので、板

橋区としては、国の有識者会議の動向を、当然、注視しなければいけないのです

が、今のところ、引き続き、原則として持込みを禁止しています。 

 ただし、今までもそうなのですが、当然、保護者から申し出があれば、例えば、

どうしても、この後どこそこに行かなければいけない、この後、緊急に連絡をと

らなければいけないというような申し出があれば、個別の検討をさせていただい

て対応しているというのも、事実だと思います。 

 とはいえ、原則的には、学校への持込みを禁止しています。やはり学校の中に

は、基本的なルールとして、学校で使わないものは持ち込まないというルールが

あります。 

 おもちゃ類、お菓子などがイメージできると思うのですが、使う必要、使う予

定のないものは持ち込まないというルールがあるので、スマホ・携帯電話も同じ

ところがあるのだと思っています。 

 また、国の有識者会議の中で意見が出ているのは、スマホ・携帯電話は非常に

高額だということです。２０万円近くするような機種もあるので、それを学校に
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持ち込んで、子どもに自己管理させるというのは、大変難しいです。 

 先生が預かることにしても、預かっている間に壊れたといったときに、誰が弁

償するのかといった問題もありますし、学校に持ってくるということは、持って

帰るということなので、登下校中の歩きスマホの問題も出てきます。歩きスマホ

については、ご存じのとおり、世の中全体で問題になっているのですが、その辺

りの安全対策も考えていかなければいけないというところも議論の中には出てい

るという話を聞いています。 

 もう少し大きなところでは、板橋区で出している「スマートフォン・携帯電話

を使うためのルール」というもの、これは６年くらい前には出ております。 

 こちらの内容で、変更点についてお話しします。 

 開いていただくと、中に１、２、３、４、５、６とあると思うのですが、その

うちの４番、東京都の条例で「自撮り画像を不用意に人へ送らないようにしまし

ょう」というものが新たに加わっています。 

 もう１つが５番、「インターネット上で知り合った人と合わないようにしまし

ょう。インターネットのやりとりで相手が言うことは本当かうそか分かりませ

ん」というもの。この２つが、昨年までと大きく変更しているところです。 

 本日の会議で、この後、色々な議論があると思いますので、ぜひ、子どものス

マートフォン、あるいはＩＣＴ機器の活用についても様々なご意見をいただけれ

ばありがたいと思っています。 

 ちなみに、資料の裏面にスマートフォン・携帯電話の利用時間と学力の関係と

いうものが出ています。表で出ています。 

 ４時間以上、いわゆるヘビーユーザーと言われている子どもたちが、１１．３

％くらい、１０人に１人くらいいます。２、３時間以上の子どもたちも含めると、

全体で３割以上の子どもたちが、一日２時間以上の使用をしているという現状が

あります。そこで、その下の白い部分の使用していない、使用時間が２時間未満

の子どもたちと比べると、実は学力に余り差が出ていないのです。 

 といいますのも、今、スマホ・携帯がただ単に連絡通信手段としてのみで使わ

れているわけではないということで、物によっては、パソコンでなくても、スマ

ホで学習ができるようなものもあるのです。 

 そのようなものもあるので、一概にスマホ・携帯の使用時間と学力というもの

に相関関係が表れていないのではないかと思います。また、使用についても、も

ちろん危険はあるにしても、単純にだめだという話にはならないのではないかと

は考えています。 

 最後にまとめとなりますが、今のはスマートフォン・携帯電話と学力のお話な

のですが、もう１つ全国調査したものがありまして、「授業でもっとコンピュー

ターなどＩＣＴを活用したいと思いますか」と子どもたち、小学６年生に聞いて

いるものがあります。 

 この質問に対しては、学力差が非常に大きく出ています。もっと使用したいと

積極的に答えた子どもたちと、余り使いたくないと答えた子どもたち、学力でい

いますと、１００点満点で約１５ポイント以上、１８ポイントくらい、国語と算
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数で学力の差が明らかに出てきている状況があります。 

 その要因が、ＩＣＴ機器、パソコンなのか、意欲の問題なのか、きちんと分析

する必要がありますが、確実に、ＩＣＴ機器を使いたいという子どもとそうでな

い子どもの学力に大きな開きがあるというのは１つの事実だと思っております。 

 本日、実際に授業の中で使用していただいているクラスもありますし、板橋区

の教育全体につきましては、教育支援センター所長からお話があります。 

 

○報告事項 

２．板橋区立学校におけるＩＣＴ化の現状について 

（教育支援センター） 

教 育 長  それでは、報告２「板橋区立学校におけるＩＣＴ化の現状」につきまして、教

育支援センター所長から報告願います。 

 

教育支援センター所長  教育支援センター所長、平沢と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 お手元に、資料を１枚用意いたしました。「令和元年度第２回身近な教育委員

会資料、教育支援センター作成」というものでございます。こちらをご覧いただ

ければと思います。 

 この資料は、先月行われました区長と教育長及び４名の教育委員との総合教育

会議というもの、これは年に１回開催されているのですが、その会議において、

区長に、現在の学校のＩＣＴ状況について、教育委員会として、私から報告させ

ていただいた資料と全く同じものでございます。 

 今回も、区長に報告するつもりでお話をさせていただこうと考えています。 

 資料の１番でございますが、板橋区はＳＤＧｓということを目標に様々な施策

を行っていますが、ＳＤＧｓについては、「誰ひとり取り残さないことをめざし

て、先進国と途上国が一丸となって達成すべき目標」ということで、幾つかのゴ

ールが設定されてございます。 

 その第４の目標として、「教育の質の向上」が掲げられています。 

 文部科学省のユネスコスクール運営委員会というところが報告書を出している

のですが、この報告によれば、この第４の目標こそが全ての基礎だという主張を

されています。 

 したがいまして、２０３０年の社会を築いていくその大きな目標の一つに、教

育の充実ということが掲げられているということでございます。 

 その教育を進めるに当たって、日進月歩進んでいるＩＣＴ、ＩＴ化、情報社会

といったことを見据えて、板橋区も遅れを取らないように進めていかなければい

けないということでございます。 

 目まぐるしい情報社会の進展がございます。ちょうど、この体育館を出て真っ

すぐ進んでいくと、突き当たりに昔の色々な道具が掲示されていますが、その中

にダイヤル電話がございます。 

 私は夏休みに小学２年生の生活科の授業研究会に参加したのですが、その中で

ダイヤル電話を使ってもらうような場面がありました。ピンクの公衆電話という
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ことで、ダイヤル式ですね。場面の想像ができると思うのですが、子どもたちは

受話器を持ち上げて、ダイヤルをボタンのように押すのです。ダイヤルを回すと

いう発想は今の２年生、３０人くらいの児童がいる中で、１人ももっていません

でした。 

 それから、ピンクの公衆電話、これにお金を入れるという発想をもっている児

童も、半分もいなかったですね。今、世の中は変わってきていると感じました。 

 今朝、電車に乗っていて４歳くらいの男の子でしょうか、機嫌が悪かったよう

なのですが、お母さんがスマホを渡すと、それを見事に操作していました。 

 こうした世代の子どもたちを「デジタルネイティブ」というのですが、我々が

育った時代と全く違う環境の中で、これから子どもたちが育っていきますので、

それに向けて、区としてどのようにＩＣＴ教育に関する施策を進めていかなけれ

ばいけないのかということをご報告したいと思います。 

 平成２２年から数年間、学びのイノベーション事業というものが行われました。 

 これは実験的に、全国１０校だけなのですが、１人１台のタブレット端末を子

どもたちに提供して、学習効果にどのような影響があるのかということの研究が

進められました。 

 色々な研究を進める中で、３年間やってみた結果として、子どもたちの学習意

欲は確かに高まりました。グループ学習の意欲も高まりまして、学力の面では、

全国の学力調査の結果で見ると、学力が伸びたという結果も出ています。 

 また、今日も授業で電子黒板やデジタル教科書を使っていた先生がいらっしゃ

いましたが、先生方にとっても確かに効果があるということの証明もされました。 

 ただし、１人１台の環境となると、大変お金もかかりますし、情報リテラシー

の問題など、色々と解決しなければいけない問題もありますので、段階的に進ん

でいこうということでございます。 

 資料の３番でございますが、文部科学省は２０１８年に、各学校のＩＣＴ環境

の整備について、これくらい進めましょうということの方針を示しています。 

 もちろん国の方針ですから、予算もつけるのですが、東京２３区には予算がつ

かないので、独自にやっていかなくてはいけないということになっています。 

 方針の中で国はこのように言っています。 

 子どもたちには、３クラスに１クラス分、３．３人に１台のパソコン、タブレ

ットを準備しなさい。授業を担当する先生には、１人１台。電子黒板は普通教室

に１台。これは板橋区も達成しています。そして、特別教室にも置く。 

 それから、教員については、いわゆる仕事用として職員室でお使いになるパソ

コン、これも１人１台を準備しなさいというような内容でございます。 

 図の右の部分は板橋区の現状でございます。 

 子ども用のタブレットにつきましては、各学校４５台となっております。 

 校内の無線ＬＡＮについては、資料のとおりですが、ここ志村第六小学校も、

体育館及びパソコン室に無線ＬＡＮが入っています。 

 デジタル教科書については、小学校の算数、中学校の数学が入っています。 

 これらを将来的に、パソコン、タブレットについては３．３人に１台から１人
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１台へ、全教室への無線ＬＡＮの設置、いわゆる主要５教科のデジタル教科書の

導入を目標としています。 

 資料の裏面をご覧ください。 

 ＩＣＴを導入することにより、どのくらいの効果があるのかということで、子

どもたちと先生たちに毎年アンケートをとっており、今年も実施いたしました。 

 ＩＣＴを充実させると子どもたちの学習意欲が高まる、先生たちにとっても授

業の効果が高いという結果が出ていますので、今後、他の自治体の状況を見なが

ら、ＩＣＴの充実に向けて進めていきたいと思っております。 

 実際に、この後、お集まりの皆さんにもコラボノートというソフトを使ってみ

ていただきます。先ほど２時間目、５年３組の社会の授業でも活用されていまし

たが、余り難しいものではありません。子どもたちがどのような形で学んでいる

のかということをぜひ体験していただきたいと思います。 

 説明は以上でございます。ありがとうございました。 

 

教 育 長  今日は身近な教育委員会ということで、教育委員会の中の様子を皆さん方にご

覧いただきたかったのですが、時間の関係で、この後、ぜひ皆様方と教育委員並

びに教育委員会事務局スタッフとの議論といいますか、熟議を進めていきたいと

いうことで、大変短い時間になってしまいますが、これから教育委員から、これ

までの報告について所感、あるいは質疑等をお聞きしたいと思います。 

 

高 野 委 員  ＩＣＴの活用について、志村第六小学校の２時間目の授業を全教室見せていた

だいて、先生方皆さん、電子黒板を有効に使っていらっしゃいました。 

 教科書を実物投影機に映して授業を進めたり、子どもたちが考えた答えのノー

トを実際に映したり、場合によってはタイマーとして使ったりしており、また、

５年３組では、１人１台ずつタブレットを使って、水産業の盛んな地域のことを

調べて、それを、後ほど私たちも利用するコラボノートというものを使って、班

で新聞をつくるというような作業をしていました。 

 この学校では見られなかったのですが、体育や音楽、図工など、様々な教科で、

タブレットやデジタル教科書を使って授業を進めています。どこの学校に行って

も、もっとタブレットの台数を増やしてほしいというようなことも意見として聞

いています。 

 また、教室環境の中で、光の関係で電子黒板が見にくいのかなという教室もあ

りました。それで、教室の明るさを落とすと、今度は子どもたちが手元の教科書

を見たり、ノートに書いたりするときに見えにくくなってしまうのかなというよ

うなことを、今日も教室を回っていて感じました。 

 タブレットの活用という点では、５年３組で、今日、支援員の方も入っていら

っしゃったのですが、先生一人一人の経験の差などがありますので、全ての先生

方が有効に使えるということはなかなか難しいとは思いますので、教室環境の整

備や先生方への支援などが、今後もＩＣＴを活用していくうえで必要になってく

るのではないかという印象を受けました。 
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 また、スマホのルールについては、家庭でルールをつくることはとても大切な

のですが、それを細かくチェックし続けることが、今後、必要なのではないかと

思いました。 

 皆さんとお話をしていく中で、子どもたちの使い方に不安を感じている方がた

くさんいらっしゃるのですが、その不安が不安のままになっているようなので、

ぜひ、ご家庭で子どもたちのスマホの使い方を一緒に考えて、使用時間が長過ぎ

ないようにするなど、問題となるところを整理して、今後、有効な活用ができる

ようにしてほしいと思っています。 

 

青 木 委 員  指導室長、教育支援センター所長、高野委員、それぞれのお話があったのです

が、私の専門がＩＣＴ関係に近いということもあり、このデジタルネイティブと

いわれる子どもたちに対する教育について考えますと、タブレットとスマホとい

うＩＣＴ機器のお話もあったかと思いますが、最終的にはスマホに集約していく

のではないかと思っています。 

 今、大事なこととして、文部科学省がめざしているのは、先にお話があったの

ですが、日本という国において、これからいわゆるＡＩというものに対して、第

四次産業革命、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０を支えていこうという中で、社会を変革し

ていこうとするときに、どのような人材を育てたいのかということですが、文部

科学省とは少し離れて、内閣府の資料で３月に出されたものがあります。 

 ＡＩ戦略、人間中心のＡＩ社会技術というところでは、これからいわゆるＡＩ

時代に対応した人材を育成したいという言い方をしています。 

 その中で、年間、どのくらいの人材を小・中学校から、最終的にＡＩ、ＩｏＴ

を使うロボットや、ビッグデータに対応できる人材を育てていこうというような

ことが、こちらには書かれております。 

 昔、我々の時代に言われた、いわゆる三種の神器、「読み、書き、そろばん」

というものが、今のデジタルネイティブの子どもたちには、「数理、データサイ

エンス、ＡＩ」になると言われるようになりました。 

 このような変化に対応した形をどうやって育成していくのか、その道筋をやは

り子どものころから立てなければいけないということで、非常に大事なことがこ

の中に書かれています。 

 そこで１つのヒントとなるのが、先ほど指導室長が言われた、学校でもそうで

すが、特にご家庭でスマホの使い方について、子どもたちにプラスの方向に使わ

せるようにもっていくのが非常に大事だと思っています。 

 スマホルールということはやはり大事で、ルールを守ったうえで使っていくと、

大変便利なものであるというのは皆さんもよくご存じだと思います。 

 ですから、そこをどのように子どもたちにうまく伝えていくのか。ながらスマ

ホ、歩きスマホ、ゲーム依存など、スマホにずっと注力していて時間を使ってし

まうという状態を、何か別の良いものに転換できるような教育というものを、我

々だけでなく、先生方、それから皆様と一緒に考えていくということが非常に大

事だと思います。 
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 それを乗り越えた子どもたちが、逆に、このようなＩＣＴ機器をプラスの方向

に使い出して、どんどん自分の学ぶ道具に、自らしていくようになると考えてお

ります。 

 経済産業省でも、未来の教室ビジョンというものを今年の９月に提案されてい

ますが、ここでは、ＩＣＴ機器を主に活用して、学びのスキルアップですとか、

学びのロールプレイングゲーム化、この表現は私が勝手に言っていることなので

すが、そして、学びの自立化、個別最適化、こうしたことにもっていこうという

中ですが、学校の先生は、今まで教室に児童・生徒３０人から４０人をまとめて

一律に教育するということが基本になっています。 

 一方で、皆さんもご存じのとおり、今の子どもたちは、個別的といいますか、

自分たちの得意なもの、不得意なものが一人一人完全に違ってきている時代、個

性の時代といってもいいでしょう。 

 ですから、そこに合わせる教育というのは、教室の中で先生方が教えているだ

けではだめだということ、これはもう皆さん、ご存じのことだと思います。そこ

をＩＣＴ機器が解決していくためには、何が必要かということです。 

 子どもたちにプラスの方向で、このようなＩＣＴ機器を使ってもらうしかない。 

 それをどうやって進めていくのかということを、熟議の中で、ぜひご議論させ

ていただければと思います。 

 

松 澤 委 員  私は、やはり保護者の立場というところもありますので、心の問題などの面に

ついて話したいと思います。 

 最初に、教育支援センター所長からお話があった、ＩＣＴ化のお話の中で、子

どもたちというところよりも、まずは、子どもたちを教えている先生方への影響

が、アンケートの結果からも、大きいと考えております。 

 先生方が教えやすい、そして先生方の業務が軽減されるという面では、非常に

良いと思っておりますが、その先では、やはり先生方の工夫等が必要になってく

るので、子どもたちを楽しませるという点、授業が楽しくなったという点につい

ては、もう少し先に出てくるのかとは思っております。 

 また、タブレットや電子黒板、デジタル教科書など、色々なＩＣＴ機器があり

ますが、導入する順番が大事になってくると思います。 

 導入には予算が大変かかってきてしまうものなので、どのような順番で、どの

ようなものを入れた方が優位性が高いのかということを分析しながら、進めてい

ただきたいと思いました。 

 課題のところでは、物理的評価、質的評価というところまでは書いてあるので

すが、私が一番大事だと思っているのは、心理的評価というところです。 

 子どもたちが道具に使われてしまっている、いわゆるスマホ依存になってしま

うなど、青木先生もおっしゃっていたように、使い方が大事だと思います。 

そのようなものを認識付けるというところまでもっていくには、どれだけ良い

道具があっても、それを使いこなせなければ意味がないので、板橋区として、私

が一番お願いしたいのは、これは区長にも言わせていただいたのですが、Ｗｉ－
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Ｆｉなどのインフラ整備等、全員が使えるような環境づくりという点です。 

せっかく導入しても、使い勝手が悪いと意味がないので、そのような点につい

ては強化していただきたいと思います。 

 それから、プログラミング教育のことでは、プログラミングにも色々な種類が

あるのですが、先ほどもデータサイエンスや統計などのお話があったと思うので

すが、そうしたものはＡＩの方が速いですし、人間が勝てる分野ではないと思い

ます。 

ですから、やはり自然の中からインスピレーションを受けるような、クリエイ

ティブな思考というものを、ＩＣＴ機器を活用しながら、そうした点についても

学校にはお願いしたいと思っております。 

 スマホルールの話については、教育委員会が出している冊子で、ほぼ全ての内

容が網羅されていると思います。 

 この６つのルールで、１番の依存症については、利用時間が長いと依存してし

まいますし、２番の個人情報に関する書き込みについては、自分の情報が漏えい

してしまうという恐れがあります。 

 ３番の人の悪口については、スマホだから軽はずみに書いてしまうのかもしれ

ないですし、その人を前にしては言えないことも言えてしまうようなことがあり

ます。二次元の思考と三次元の思考をもう少しきっちりと説明していただきたい

と思います。 

 ４番については、永久に保存されてしまうので、絶対に注意していただきたい

ことですし、５番のインターネット上で知り合った人については、これは現実と

理想の世界といいますか、二次元と三次元が区別できていないときに起こり得る

ことだと思いまして、良い方にいく場合もありますが、事件になりやすいという

ことだと思います。 

 最後の６番、困ったときに相談ができないということ。自分が悪いことをして

しまった、失敗をしてしまったというときに相談ができる環境づくりというもの

が、やはり大事なのではないかと思っております。 

 例えば、保護者が聞いてあげることも大事だとは思いますが、学校の中の友人

であったり、学校の先生であったりも大事だと思いますし、スマホを便利に使っ

てみること、チャレンジしてみることはとても大切ですが、それが一生傷になっ

てしまう恐れもあります。 

 ですから、これから皆さんと話し合うときに、一番大事なものだと私が思って

いるのは、この安全管理という点で、子どもが一回でも、そのような誤った投稿

をすることによって人生を台無しにしてしまう可能性があるとうことです。この

ような情報社会の中で、どのように自分を守っていく術を教えていけるのかとい

うことが大事だと思いますので、スマホを使う時間が長ければ長いほど、依存に

なる可能性もありますし、慣れることで軽く考えてしまう可能性もあります。 

 これは当たり前でのことで、いつも接しているもの、例えば、仲の良い友達と

毎日接しているようにスマホが友達のようになってしまいます。そこで、止めて

あげる、もしくは二次元の世界との区別を大人がきっちりと教えてあげて、安全
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な社会の中で、スマホという便利なツールを利用して、クリエイティブなものを

つくり上げていくような大人になっていただきたいと思いますので、本日はその

ようなお話を、もっと専門の方もいらっしゃると思いますので、たくさん聞けれ

ばと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  本日ご欠席の長沼委員からもご意見が届いておりますので、紹介いたします。 

 

教育総務課長  それでは、代読させていただきます。 

 最初に、学校教育におけるＩＣＴ環境についてです。 

 学校教育におけるＩＣＴ環境の整備については、日本は遅れています。 

 これは、ＯＥＣＤ加盟国のうち、ＧＤＰ比で教育にかける予算が日本は最低ラ

ンクであること、すなわち国の教育行政が教育にお金をかけていないということ

が原因です。 

 その結果、自治体による差が出ているのが現状です。 

 そのような中で、板橋区は進んでいる面もありますが、ハード面・ソフト面の

両面のさらなる整備が期待されます。 

 来年度から使用する小学校の新しい教科書には頻繁にＱＲコードが出てきます。

このような新しい動きにも対応しないといけません。 

 また、教員の働き方改革に寄与できるＩＣＴ環境の整備も必須です。 

 他区の例ですが、いまだに連絡はＦＡＸでお願いしますという教員がいます。 

学校ではメールが使えないそうです。このような時代遅れの環境は早く変えな

ければいけません。 

 続いて、スマホルールについてです。 

 熊本県菊池市の中学校を訪問した際に、熊本県警の方がスマホ講座の講師とし

て招かれ、スマホの利用について話をしていました。 

 そのお話の中で、小・中学生に分かりやすいルールがありましたので、紹介い

たします。 

 スマホ６か条「アトガコワイ」というもので、ア、会わないで、ト、撮らない

で、ガ、画像を送らないで、コ、個人情報を書かないで、ワ、悪口を書き込まな

いで、イ、いじめないで、の６つで「アトガコワイ」です。 

 最後に、全体としてです。 

ＩＣＴは変化のペースが速いので、「予算の関係で、今、必要なものの購入は

数年後になってしまいます」といっても、そのときには時代遅れになっている可

能性があります。 

 例えば、現在は学校へのＰＣの導入をめざしていますが、数年後にはタブレッ

トが主流になっているかもしれません。 

 そこで、ＩＣＴに関しては区長のご理解をいただき、予算を確保して、常に最

新のものを入れていくという方針で臨むことが必要です。 

 青木委員も常におっしゃっていますが、ネット環境の整備も必須です。 

 蛇足ですが、ＣＭでも有名になった音声翻訳機を購入してみました。よくでき
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ていて、間違いがほとんどありません。現在、英国で使用しています。 

こうした最新の技術は、日本は優れているのですから、ＩＣＴに関しては活用

する側の積極的な意識改革が必要だと考えています。 

 ご意見は以上でございます。 

 

教 育 長  ４名の教育委員の皆さんからのお話を伺いました。本来であれば、この内容で

さらに議論したいのですが、それはこの後、各テーブルにお任せするとして、最

後に、私からですが、まず、スマホについては私も家庭が重要だと思います。 

 やはり、保護者が最終的な責任者である以上は、家庭の中で、どうやってうま

く使いこなすのか、あるいはこのようなことをしてはいけないということを、し

っかりと話していかないと、害を被るのは子どもになるというところで、その辺

りの啓発を板橋区全体で、大人が意識改革をしていく必要があるのではないかと

思っています。 

 それから、ＩＣＴ機器に関しましては、お話にありましたように、ぜひ、板橋

区の予算の中で、教育予算の割合を増やしていくこと、２０３０年の社会で活躍

して、この板橋区を大事にしてくれる子どもたちのために、教育予算をしっかり

と確保していくことを、教育長の私も含めて教育委員会、板橋区全体、あるいは

区民の皆様にも丁寧な説明をしてまいりたいと思っております。 

 この後のお話合いにつきましては、皆様と一緒に、色々な議論ができればと思

っています。 

 それでは、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

午前 １１時 １３分 閉会 


